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1. 同意が得られた母親が妊娠後期に摂取した栄養素•食品群■食品について、DHQL (自記式 
食事歴法質問票：self-administered diet history questionnaire)を用いて調べた。
2. 妊娠後期の母親の血液（5m L )、産後7 2時間以内の初乳（500〜1,OOOm L ) を採取した。
3. 妊娠後期の血液と初乳を、遠心分離機で分離し、血漿層•乳清層から試料を分取した。
4. 試料中に含まれるGlu濃度を(株)SRLに成分分析を依頼し、LC-MSを用いて測定した。
5. 妊娠後期の每親の食行動と初乳中のGlu濃度の関連、産褥 1 ヶ月間の食行動と産後1 ヶ月 
の成乳中のグルタミン酸の濃度の関連について、SPSSを用いて統計学的解析を行った。
[結果】
初乳と成乳のGlu濃度は、38.1±15. 4nmol/dL、39. 7±11.4皿o l / d Lであり、血漿中Glu 




た の は 「落花生J 、乳汁中G l uと正の相関関係を認めたのは「イカ蛸」であった。さらに、 
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